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人口（令和４年9月１日）
14５,８９０人

入間市の紹介



小中学生
１０，３７２人

小学校：１６校
中学校：１１校



子ども未来室事業の背景



子ども未来室事業 平成２１年度～



瞳が輝く入間っ子の育成

子育て中の親の
支援に関する事業

教師・保育士等の
支援に関する事業

子ども未来室事業

子どもの支援に関する事業
入間市すべての子どもたちの自立支援

子ども未来室事業

３ つ の 支 援



教育と福祉の連携の充実に向けて

教育と福祉の連携 ステージ０

令和２年度 こども支援課 児童発達支援センター

学校教育課 教育センター 主幹 併任



教育と福祉の連携の充実に向けて

ステージⅠ
児童発達支援センターとの連携

・相談支援事業

・児童発達支援事業

・地域支援事業

すべての子どもが地域の中で
自立に向けて成長できるよう
切れ目ない支援を行っている。

令和２年 ４月 開所



瞳が輝く入間っ子の育成

子育て中の親の
支援に関する事業

教師・保育士等の
支援に関する事業

子ども未来室事業

子どもの支援に関する事業
入間市すべての子どもたちの自立支援

子ども未来室事業

３ つ の 支 援

児童発達支援センター
「うぃず」との連携

令和２年４月～



児童発達支援センター 「うぃず」との連携

０歳から１８歳まで
切れ目のない支援



幼児の通級指導教室
「茶おちゃお」

保幼小連携
巡回支援

合同研修
職員交流

小中一貫教育

うぃず

児童発達支援
「元気きっず」

保育所等訪問支援

知能検査

不登校対策
ひばり教室

教育相談

相談支援
専門相談

家族交流会
きょうだい支援

子ども未来室

就学相談
親支援

児童発達支援センター
「うぃず」との連携



入間市

CLM(チェックリストイン三重)を導入

【目的】
・子ども達が地域で過ごしやすい
環境を整える。

【方法】
・発達障害などの子どもの特性
を把握し、個別指導計画をツール
を導入した。



関係機関連絡会の開催

「コロナ禍における子供たちの実態とは

～他機関連携における望ましい関わり方～」

【課題】

→教育と福祉の連携への

意識の醸成

→保護者支援の在り方

嵐山学園 園長 精神科医

早川 洋氏による講演（70名）



ステージⅡ
入間市「トライアングル」プロジェクトの始動

入間市

教育と福祉の連携の充実に向けて

平成３０年３月
文部科学省・厚生労働省



当時の現状・・・

教育と福祉との連携に係る
課題

●互いの活動内容や課題等共有

されていない
●コミュニケーションが図られて
いない
●互いの現場における状況理解
ができていない

方策

◎関係構築の「場」設定

◎学校と障害児通所支援

事業所等との連携強化

◎個別の支援計画活用促進



教育と福祉の連携の充実に向けて

ステージⅢ
福祉部との連携

令和３年６月 【教育長に対する説明】

・教育・福祉連携推進 埼玉県モデル事業（教育と福祉の連携）

基幹相談支援センター：センター長

教育部副参事



令和３年７月 【教育部 副参事】

・相談支援事業所連絡会へ出席

・相談支援専門員との情報共有

・教育・福祉連携推進 埼玉県モデル事業説明

ステージⅢ
福祉部との連携

教育と福祉の連携の充実に向けて



家庭
保護者

（相談支援専門員）

学校
学級担任・

特別支援教育コーディネーター

福祉機関
相談支援専門員

放課後等デイサービス
管理者・指導員等

支援会議

入間市版 支援会議の流れを検討



連携のためのリーフレット作成（表）・配布



連携のためのリーフレット作成（裏）



令和３年８月 【市内小中学校長への説明】

・校長会議にて、支援会議について説明

・連携のための「学校関係者向けリーフレット」配布

（教育部・福祉部共同作成）

・モデル事業として、支援会議の協力依頼（アンケート協力ほか）

障害者基幹相談支援センター ：センター長

ステージⅢ
福祉部との連携



ステージⅢ
福祉部との連携

令和３年９月

【特別支援教育コーディネーター研修会】

・支援会議についての説明

教育と福祉の連携の充実に向けて



・支援会議の在り方

・特別支援教育コーディネーターの役割

特別支援教育コーディネーターの感想より
◎放課後等デイサービスを利用している児童がいるので、情報を共有し、連携して指導にあたること

の必要性を実感した。

◎個別の教育支援計画・個別の指導計画について、連携・継続されるため、丁寧に進めたい。

◎この研修をとおして、学校と福祉が歩み寄れればと思う。

◎コーディネーターとして、橋渡しとなりたい。

●入間市として、情報共有できるシステムを作ってほしい。

●支援会議を開催するための時間を確保することが難しい。

特別支援教育コーディネーター研修会



ステージⅢ
福祉部との連携

令和４年２月 【教育部と福祉部 共同開催】

・入間市障害者支援課長と学校教育課長の連名による

「教育と福祉の連携に係る意見交換会」（開催通知）

・年２回、実務者による意見交換会を開催予定（毎年継続）

教育と福祉の連携の充実に向けて



教育と福祉の連携に係る実務者協議会を開催
合同研修会の様子

「教育と福祉の連携に係る意見交換会」 入間市教育センター 令和４年2月8日

参加者：教頭、特別支援教育コーディネーター、障害者支援課職員、相談支援専門員など（５０名）



グループワーク

・事例検討

（不登校児童生徒について）

・名刺交換

互いの強みを生かす
ことが大切！

連携に前向きな校内
体制をつくりたい

問題の解決方法
が広がった

教育と福祉の連携に係る実務者協議会を開催
事例検討会の様子



福祉部からの感想
（教育と福祉の連携に係る意見交換会）

教育と福祉という立場の違う
者同士が同じ勉強するのは、
素晴らしい！

意見や考えが共有でき、
理解が深まった。

それぞれの立場の強みがあり、
関係機関のつがなりが大切
だと思った。



小・中学校における支援会議実施に向けて
教育センターが中心となって調整

・支援会議の開催の仕方について助言・相談
・福祉部関係の会議に副参事・指導主事参加

・相談支援専門員との窓口・連絡調整
・就学相談、進学及び未就学児の入学準備における情報共有として支援会議を提案

・不登校傾向の生徒の状態が改善した。

・保護者が安心して学校に頼れるようになった。

・学校において、児童を受け入れる準備できた。



切れ目のない支援体制の構築のために

【成果例】

◎支援者間の顔と顔がつながった

◎指導・支援の目標を共有できた

◎子供の理解が深まった（保護者含む）

◎それぞれの場での子供の様子がわかった

【満足度】 （市内小中学校：R3年度）

保護者 １００％ 学校関係者 ９３％ 福祉関係者 90％

支援会議後のアンケートより・・・

市内小中学校

７割が

支援会議実施



教育・福祉・保健の連携に関するワーキングチーム （連携会議）の実施

（令和３年度）
構成 ・教育部：学校教育課

・こども支援部：こども支援課、保育幼稚園課、青少年課、

児童発達支援センター

・健康推進部：地域保健課

・福祉部：障害者支援課

・障害者基幹相談支援センター

教育と福祉の連携に係る実務者協議会を開催

【テーマ】
・切れ目ない支援についての体制整備
【内容】
・各課の業務について情報共有を図り、横断的な取組ができないか検討する。



教育・福祉・保健の連携に関するワーキングチーム

令和３・４年度

① 情報共有（同意書の作成） → 支援チーム体制づくり

② 教育と福祉と保健の連携シンボルマーク作成

③ サポート手帳の活用・促進

→ システム導入の検討



表



入間市個人情報保護条例（平成18年9月29日条例第39号）

（抄）

【別表】関係機関・関係者等

• 入間市教育委員会

• 入間市教育センター

• 入間市小中学校

• 埼玉県立高等学校

• 埼玉県立特別支援学校

• 私立学校

• こども支援課

• 子育て世代包括支援センター

• 子育て支援拠点

• 保育幼稚園課

• 保育所・保育園・幼稚園

• 青少年課・学童保育室

• 障害者支援課

• 障害者基幹相談支援センター

• 障害者相談支援センターりぼん

• 障害者就労支援センターりぼん

• 障害福祉サービス事業所

• 地域保健課

• 児童相談所

• 保健所

• 民生委員・児童委員

• 国立障害者リハビリテーションセンター学院

裏



連携にかかる入間市の方針 ３

福祉との連携にかかる教育委員会の役割 ４

◆福祉との連携に向けた学校の準備◆

１ 放課後等デイサービス事業所との円滑な連携にかかる観点 ５

２ 保育所等訪問支援事業の進め方の観点 ６

３ 相談支援事業所との連携～支援会議の実施にあたって ７

◆手続きフロー◆

１ 学校における児童生徒が福祉サービスを利用する時の手続き例 ８

２ 放課後等デイサービスの送迎サービスの日々の利用の連絡について ９

３ 保育所等訪問支援の利用について １０

【資料】 ※ （ ）内は経由を表しています。

様式例１ 放課後等デイサービス事業の利用開始について

（事業所→家庭→学校）

１１

様式例２ 放課後等デイサービス事業所と学校の連携に関するお願い

（学校→家庭→事業所）
１２

様式例３ 事業所からの学校訪問について

（事業所→家庭→学校）
１３

様式例４ 学校訪問について

（事業所→家庭→学校）
１４

参考例１ 学校と放課後等デイサービス事業所の連携に関する確認事項

（学校→家庭・事業所）
１５

参考例２ 児童デイサービス等施設利用の児童の安全な引渡しについて【お願い】

（学校→家庭→事業所）
１７

参考例３ 外部関係機関等との連携に関する基本方針

（学校→家庭・事業所）
１８

入間市指定相談支援事業所一覧 １９

放課後等デイサービス・保育所等訪問支援事業所一覧 ２０

放課後等デイサービス利用についての対応の流れ ２２

手帳と主なサービスについて ２４

入間市小中学校・相談支援事業所
放課後等デイサービス・保育所等訪問支援 連携マニュアル

家庭

学校事業所



入間市小中学校・相談支援事業所
放課後等デイサービス・保育所等訪問支援 連携マニュアル

入間市教育センターHPに

掲載



相談担当者打ち合わせ会
令和４年９月７日 健康福祉センターにて

こども支援課
児童発達支援センター
教育センター

・各相談窓口の主な相談内容
・各担当者の相談対応
・事例検討



相談担当者打ち合わせ会後・・・

成果
こども支援課
児童発達支援センター
教育センター

・互いの相談の強みが分かったことにより、

安心して相談に対応することができた

・他機関を紹介する際も、顔と顔がつながっていたため、

スムーズな連携ができた

（例）お子様の発達についての相談ケース

⇒すぐに、他機関に電話を回してしまうことなく、

他機関のよさを伝えながら相談に対応できた



相談担当者打ち合わせ会 第２回
令和４年１２月１９日 教育センターにて

こども支援課
児童発達支援センター
教育センター

・第１回打ち合わせ後の変化
・各相談窓口の主な相談内容
・事例検討



相談担当者打ち合わせ会 第２回
令和４年１２月１９日 教育センターにて

こども支援課
児童発達支援センター
教育センター・互いの業務についてより詳しく知ることで、

強みを活かした役割が明確化された

・ケース会議を開催する際に、互いの顔が分かって

いるため、スムーズに話の本題に迫ることが

できた

・他機関との連携がまさしく、バトンパスではなく

多重層で重なっていることを実感できた

（例）情報交換の場において、関わった子どもの話が継続して

支援者の話題となり、切れ目ない支援が続いている



SSW会議（毎月開催）
令和４年９月１４日 教育センターにて こども支援課

SSW（教育センター勤務）

・ヤングケアラー条例について
・各SSWが抱える児童生徒について
・事例検討



教育と福祉の連携強化

ステージⅣ
今後の展望

支援者が手を携えて、子どもや家族を支える

温かい街づくり →望ましいチーム体制へ

教育 福祉

子どもも大人も活躍する社会へ・・・


